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１．緒言
　大学生になると一人暮らしや食生活の乱れ，深夜
までのアルバイトによる睡眠不足などから，生活リ
ズムが乱れる者や心理的・身体的なストレスを感じ
る者の増加が予想される．また，大学新入生の男女
ともに70% 以上が運動不足を感じている1）．このよ
うな生活リズムの乱れの是正や運動不足の解消，健
康の維持・増進，日頃のストレス発散のためには，
大学教育における「体育」の重要性は非常に高い．
　1946年の米国教育使節団の勧告を受け，大学教育
での体育は必修化されたが，1991年の大学設置基準
の大綱化により体育の必修は撤廃された2）．大学・
短期大学保健体育教育実態調査報告書（2016年度）
によると，スポーツ・体育・健康関連の実技科目を
全学または一部の学部・学科で必修として開講して
いる大学・短期大学の割合は66% であり，2005年
度の調査以降，最も低い3）．全国大学体育連合は，
大学における保健体育の教育効果について，「身体

的効果」，「精神的効果」，「社会的効果」，「アクティ
ブな日常生活の運動行動の促進効果」の4点を挙げ
ている4）．社会に出る手前の大学生の間に，「体育」
授業を通して心身ともに健康を維持・増進するため
の方法を身につけておく必要がある．
　しかしながら，「体育」に苦手意識がある者や嫌
いと感じる者が存在する．現在および過去（小学校，
中学校，高等学校）における運動の好き嫌いの調査
によると，男女ともに年齢が上がるにつれて「とて
も好き」と答えた者が減少し，「どちらかというと
好き」と答えた者が増加している5）．さらに，谷木
と坂入6）は男女ともに年齢・学年が上がるほど運動・
体育に対する態度は , よりネガティブなものとなる
と述べている．したがって，大学生が社会人となり
中高齢者となった時に，運動に対する態度やイメー
ジはさらにネガティブなものに変化することも予想
される．そのため，大学教育における「体育」の必
要性を考える中で，苦手意識がある者や嫌いと感じ
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要　　　約

　本研究では，岡山県内のK大学で開講されている3領域（スポーツ系，フィットネス系，レクリエー
ション系）の運動で構成された体育実技系必修科目における基礎資料を得ることを目的にアンケート
調査を実施し，運動・スポーツに対する意識と受講後の認識との関連性について検討した．対象は受
講した大学生466名（男性121名，女性345名）である．その結果，男性は女性よりも運動やスポーツ
が得意であり好きであることが示された．また，満足度はスポーツ系，レクリエーション系，フィッ
トネス系の順に高かったが，これは得意群と好き群のみに当てはまることが分かった．スポーツ系と
レクリエーション系の達成度および満足度は，得意群や好き群が苦手群や嫌い群よりも高いことが示
された．フィットネス系の活用度は好き群が嫌い群よりも高かったが，得意群と苦手群には差はみら
れなかった．女性の苦手群と嫌い群において，フィットネス系の活用度はスポーツ系やレクリエーショ
ン系よりも高いことが示唆された．なお，リフレクションシートの自己評価には男女差はみられなかっ
た．
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る者に考慮した授業展開が必要不可欠となる．
　岡山県内の K 大学の理念には，「人間（ひと）を
つくる」，「体をつくる」，「医療福祉学をきわめる」
が掲げられている7）．「体をつくる」の一翼を担っ
ているのが基礎教育科目の健康・体育分野である．
この分野には，必修科目として「健康体育基礎理論」
と「健康体育基礎演習」があり，選択科目としてス
ポーツ系，フィットネス系，レクリエーション系そ
れぞれの「健康体育実技」がある．
　健康体育基礎演習では，大学生の間に運動習慣を
身につけ健康・体力づくりを実践していく力を養う
こと，実技を通して協調性を学ぶこと，未体験の種
目にも挑戦すること，人々の健康増進に貢献する意
気を習得することをねらいとして，2018年度より内
容をスポーツ系，フィットネス系，レクリエーショ
ン系の3領域に分け，それぞれ5回ずつ実施する授業
を展開している．スポーツ系とレクリエーション系
は授業時間内に楽しく適度に運動量を確保すること
を目的としたプログラム，フィットネス系は自宅等
でも実施でき，また卒業し就職した際の各々の体調
管理にも活用できるプログラムである．体育実技に
対して好意的な感情を持つ学生ほど，卒業後の運動
意欲は高い傾向にある8）ことから，フィットネス系
は運動やスポーツが「嫌い」または「苦手」な学生
が運動を少しでもポジティブにとらえ，卒業後も自
分一人でも継続できるように工夫されている．そこ
で本研究では，体育実技系必修科目における基礎資
料を得ることを目的にアンケート調査を実施し，運
動・スポーツに対する意識と受講後の認識との関連
性について検討した．

２．方法
２．１　調査対象者
　岡山県内の K 大学において，2019年度後期（秋
学期）に1年次開講科目「健康体育基礎演習」を履
修した567名（同科目7クラス開講の合計人数）のう
ち，474名がアンケート調査に協力した．回収率は
83.6% であった．そのうち，全ての項目に記入漏れ
のない466名（男性121名，女性345名）を有効回答
とした．平均年齢は18.9歳であった．調査は全授業
終了後（2020年1月）に体育館にて実施した．
２．２　授業内容
　本科目は3領域（スポーツ系，フィットネス系，
レクリエーション系）で構成された授業である．ス
ポーツ系の到達目標は「各スポーツのもつ本質的な
楽しさを享受し，また他者とともに技能や戦術を高
め，主体的に実践することができる．」，フィットネ
ス系は「自分のからだに意識を向け，現在の基礎的
体力の維持・向上を図るとともに，心身のリラック
ス運動に取り組むことができる．」，レクリエーショ
ン系は「レクリエーション運動の特性やルールを理
解し，未体験の種目に対しても，他者と協同して積
極的に取り組むことができる．」であった．これら3
領域を1〜3グループ編成で5回ずつ実施し，運動終
了後にリフレクションシートを活用して授業の振り
返りを行った．具体的な運動種目を表1に示した．
なお，リフレクションシートはA4用紙（両面印刷）
1枚とし，表面に8回，裏面に7回分を記載（日付，
体調確認，実施内容，感想）できるようにした．教
員は，授業開始時の出席・体調確認のダブルチェッ
クとして活用するとともに，できる限りコメントを
記して次回授業時に手渡した．

スポーツ系 フィットネス系 レクリエーション系

体ほぐしの運動(動的ストレッチング)

レジスタンス運動

ウォーキング，ジョギング

リズム体操・エアロビックダンス

バランス能力を高める運動

静的ストレッチング

リラクセーション運動

バレーボール(６人制) 

バレーボール(９人制) 

バスケットボール

バドミントン(シングルス)

バドミントン(ダブルス) 

卓球

ソフトバレーボール

スポンジテニス

インディアカ

タグラグビー

ドッジボール

ドッヂビー

アルティメット

ペタンク

大縄跳び

授業では各領域から５種目を選択し，計15種目を実施．

表１　各領域の運動種目
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２．３　調査項目
２．３．１　�運動・スポーツに対する得意度・愛好度・

好感度
　3項目について4件法で質問した．「運動やスポー
ツをすることは得意ですか」（以後「得意度」と記す）
については「得意」，「やや得意」，「やや苦手」，「苦手」
で回答を求めた．「運動やスポーツをすることは好
きですか」（以後「愛好度」と記す）については「好
き」，「やや好き」，「やや嫌い」，「嫌い」で回答を求
めた．「高等学校までの『体育』授業について」（以
後「好感度」と記す）についても「好き」，「やや好
き」，「やや嫌い」，「嫌い」で回答を求めた．そして，
3項目とも順に4点〜1点を割り当てた . 次に「得意」
と「やや得意」の和を「得意群」，「やや苦手」と「苦
手」の和を「苦手群」とし，また「好き」と「やや
好き」の和を「好き群」，「やや嫌い」と「嫌い」の
和を「嫌い群」として比較した．
２．３．２　�授業内容に対する達成度・満足度・活用度
　スポーツ系，フィットネス系，レクリエーション
系それぞれに対し，5件法で質問した．到達目標に
対する達成度は「十分達成できた」，「概ね達成でき
た」，「どちらともいえない」，「あまり達成できなかっ
た」，「全く達成できなかった」で回答を求めた．実
技種目，内容に対する満足度は「とても満足」，「や
や満足」，「どちらともいえない」，「やや不満」，「全
く不満」で回答を求めた．現在および将来の健康の
保持・増進に対する活用度は「とても活用できる」，
「少し活用できる」，「どちらともいえない」，「あま
り活用できない」，「全く活用できない」で回答を求
めた．そして，3項目とも順に5点〜1点を割り当てた.
２．３．３　リフレクションシート記載
　書く意義，授業の振り返り，書く手間（労苦感）
について4件法で質問した．書く意義は「とても必
要である」，「少し必要である」，「あまり必要でない」，
「全く必要でない」で回答を求めた．授業の振り返
りは「とてもできた」，「少しできた」，「あまりでき
なかった」，「全くできなかった」で回答を求めた．
書く手間（労苦感）は「とても面倒だった」，「少し
面倒だった」，「あまり面倒ではなかった」，「全く面
倒ではなかった」で回答を求めた．そして，3項目
とも順に4点〜1点を割り当てた .
２．３．４　意見・感想
　授業全体を通しての意見や感想を自由記載で求め
た．
２．４　統計解析
　点数化した項目は平均値±標準偏差で示し
た．領域間比較には Wilcoxon の符号付順位検定
（Bonferroni 補正）を行った．群および男女の比

較には Mann-Whitney の U 検定を用いた．また，
運動やスポーツに対する質問の関係はSpearmanの
順位相関係数にて求めた．統計処理には SPSS 23.0 
for Windows（日本 IBM）を使用した．有意水準は
いずれも5%未満とした．
２．５　倫理的配慮
　アンケート調査の実施にあたり，研究の目的，個
人情報の保護，回答の任意性，成績には影響しない
こと等を説明し，同意の上，協力を得た．なお，本
調査は川崎医療福祉大学倫理委員会の承認を得て
行った（承認番号19-097）．

３．結果
３．１　�得意度・愛好度・好感度の人数（%）と得点
　表2に運動やスポーツに対する選択肢回答の人数
（%），平均値±標準偏差を示す．
３．１．１　得意度
　総数では得意群61.1%,苦手群38.9%,得点2.72±0.96
であった．男性の得意群は73.5%，苦手群は26.5%，
得点3.07±0.98，女性の得意群は56.8%，苦手群は
43.2%，得点2.60±0.93であり，男性が女性よりも高
値を示した（p<0.001）．
３．１．２　愛好度
　総数では好き群81.1%,嫌い群18.9%,得点3.27±0.88
であった．男性の好き群は85.1%，嫌い群は14.9%，
得点3.40±0.84，女性の好き群は79.7%，嫌い群は
20.3%，得点3.22±0.89であり，男性が女性よりも高
値を示した（p=0.027）．
３．１．３　好感度
　総数では好き群77.0%,嫌い群23.0%,得点3.18±0.93
であった．男性の好き群は81.0%，嫌い群は19.0%，
得点3.34±0.88，女性の好き群は75.7%，嫌い群は
24.3%，得点3.12±0.95であり，男性が女性よりも高
値を示した（p=0.020）．
３．２　得意度・愛好度・好感度の順位相関係数
　表3に得意度，愛好度，好感度それぞれの関係を
順位相関係数として示す．総数では愛好度・好感
度（rs=0.788），得意度・愛好度（rs=0.734），得意
度・好感度（rs=0.676）の順に高い関係性（いずれ
も p<0.001）が認められた．男女別にみると，男性
の得意度と愛好度の関係が最も高く（rs=0.795），
女性の得意度と好感度の関係が最も低かった
（rs=0.656）．
３．３　領域別，性別の達成度・満足度・活用度
　表4に達成度，満足度および活用度の平均値±標
準偏差を示す．総数での各項目平均値は4.47〜4.68
の範囲にあり，いずれも高い値であった．満足度は
スポーツ系4.68±0.57が，フィットネス系4.47±0.80，
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レクリエーション系4.61±0.60よりも高く（p<0.001，
0.018），レクリエーション系はフィットネス系より
も高かった（p<0.001）．活用度はフィットネス系
4.57±0.68がレクリエーション系4.48±0.71よりも高
かった（p=0.015）．達成度には有意差はみられなかっ
た．
３．４　�運動・スポーツ「得意群・苦手群」別の達成度・

満足度・活用度
　表5に運動・スポーツを「得意群」，「苦手群」に
分けた達成度，満足度および活用度の平均値±標準
偏差を示す．なお表には有意記号のみを，文中には
p値を記した．

３．４．１　3領域間の比較
　得意群について，男性の達成度はスポーツ系
がフィットネス系よりも高く（p=0.0098），レク
リエーション系がフィットネス系よりも高かった
（p=0.045）．満足度はスポーツ系がフィットネス系，
レクリエーション系よりも高く（p=0.0011，0.042），
レクリエーション系がフィットネス系よりも高かっ
た（p=0.018）．活用度はスポーツ系がフィットネス
系，レクリエーション系よりも高かった（p=0.004，
0.005）．女性の達成度はスポーツ系がフィットネス
系よりも高く（p=0.0098），レクリエーション系が
フィットネス系よりも高かった（p=0.021）．満足度

選択肢質問項目

好感度

愛好度

得意度

高等学校までの

「体育」授業について

運動やスポーツをする

ことは好きですか

運動やスポーツをする

ことは得意ですか

人数 (％)， Mann-WhitneyのＵ検定

４.得意

３.やや得意

２.やや苦手

１.苦手

平均値±標準偏差

４.好き

３.やや好き

２.やや嫌い

１.嫌い

平均値±標準偏差

平均値±標準偏差

４.好き

３.やや好き

２.やや嫌い

１.嫌い

男女比較女性 (345名)男性 (121名)総数 (466名)

152 (44.1)

109 (31.6)

 58 (16.8)

 26 ( 7.5)

69 (57.0)

29 (24.0)

18 (14.9)

5 ( 4.1)

221 (47.4)

138 (29.6)

76 (16.3)

31 ( 6.7)

236 (50.6)

142 (30.5)

64 (13.7)

24 ( 5.2)

110 (23.6)

175 (37.5)

122 (26.2)

59 (12.7)

52 (42.9)

37 (30.6)

21 (17.4)

11 ( 9.1)

58 (16.8)

138 (40.0)

101 (29.3)

48 (13.9)

3.18±0.93 3.12±0.953.34±0.88

3.27±0.88 3.22±0.893.40±0.84

2.72±0.96 2.60±0.933.07±0.98

p＝0.020

p＝0.027

p＜0.001

72 (59.5)

31 (25.6)

13 (10.7)

5 ( 4.2)

164 (47.5)

111 (32.2)

51 (14.8)

19 ( 5.5)

〔愛好度〕

〔得意度〕

項目

運動やスポーツの
好き・嫌い

運動やスポーツの
得意・苦手

総数

男性

女性

0.788 ＊＊＊

0.774 ＊＊＊

0.793 ＊＊＊

0.676 ＊＊＊

0.728 ＊＊＊

0.656 ＊＊＊

0.734 ＊＊＊

0.795 ＊＊＊

0.718 ＊＊＊

総数

男性

女性

性別

〔好感度〕〔愛好度〕〔得意度〕

高等学校までの

「体育」の好き・嫌い

運動やスポーツの

好き・嫌い

運動やスポーツの

得意・苦手

Spearmanの順位相関係数 (同順位補正) rs ＊＊＊ｐ＜0.001

表２　得意度・愛好度・好感度の人数（%）と得点

表３　得意度・愛好度・好感度の順位相関係数
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領域

満足度

活用度

達成度

項目

スポーツ系

フィットネス系

レクリエーション系

スポーツ系

フィットネス系

レクリエーション系

スポーツ系

フィットネス系

レクリエーション系

男女比較女性 (345名)男性 (121名)総数 (466名)

4.65±0.57

4.62±0.59

4.67±0.52

4.65±0.62

4.55±0.74

4.63±0.62

4.67±0.57

4.47±0.78

4.61±0.59

4.70±0.57

4.46±0.86

4.61±0.65

4.65±0.63

4.52±0.76

4.55±0.73

4.52±0.71

4.57±0.68

4.48±0.71

4.68±0.57

4.47±0.80

4.61±0.60

4.65±0.58

4.60±0.64

4.66±0.55

4.48±0.73

4.58±0.65

4.46±0.70

♯

平均値±標準偏差

領域間比較：Wilcoxonの符号付順位和検定/Bonferroni 補正 ＊ｐ＜0.05, ＊＊ｐ＜0.01, ＊＊＊ｐ＜0.001

男女比較：Mann-WhitneyのＵ検定 ♯ｐ＜0.05

＊＊＊

＊＊＊＊＊＊
＊

＊

＊

＊

＊＊

＊ ＊＊

＊

表４　領域別，性別の達成度・満足度・活用度

活用度

満足度

達成度

レクリエーション系

フィットネス系

スポーツ系

レクリエーション系

フィットネス系

スポーツ系

レクリエーション系

フィットネス系

スポーツ系

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

得意

苦手

群領域項目
男女
比較

女 性男 性

群間領域間平均値±標準偏差群間領域間平均値±標準偏差

4.79±0.46

4.46±0.64

4.79±0.46

4.51±0.66

4.78±0.43

4.52±0.59

4.67±0.60

4.55±0.59

4.80±0.48

4.44±0.72

4.76±0.48

4.25±0.80

4.58±0.70

4.44±0.84

4.80±0.40

4.25±0.88

4.46±0.81

4.48±0.75

4.46±0.89

4.47±0.76

4.69±0.54

4.50±0.62

4.66±0.66

4.47±0.62

4.63±0.62

4.28±0.81

4.79±0.46

4.28±0.85

4.60±0.65

4.56±0.66

4.54±0.79

4.47±0.72

4.57±0.64

4.30±0.75

4.64±0.63

4.28±0.92

群：“得意”と“やや得意”の和を「得意群」，“苦手”と“やや苦手”の和を「苦手群」

人数：男性 (得意群 89人，苦手群 32人) ，女性 (得意群 196人，苦手群 149人)

領域間比較：Wilcoxonの符号付順位和検定/Bonferroni 補正 ＊ｐ＜0.05, ＊＊ｐ＜0.01, ＊＊＊ｐ＜0.001

群間比較：Mann-WhitneyのＵ検定 †ｐ＜0.05, ††ｐ＜0.01, †††ｐ＜0.001

男女比較：Mann-WhitneyのＵ検定 ♯ｐ＜0.05

†

†††

†

††

†††

†††

††

†††

†††

†††

†††

†††

♯

＊

＊＊

＊

＊＊

＊＊

＊

＊

＊＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊

表５　運動・スポーツ「得意群・苦手群」別の達成度・満足度・活用度
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はスポーツ系がフィットネス系，レクリエーション
系よりも高く（p<0.001，0.023）．レクリエーショ
ン系がフィットネス系よりも高かった（p<0.001）．
　苦手群について，女性の活用度はフィットネス系
がスポーツ系，レクリエーション系よりも高かった
（ともに p<0.001）．
３．４．２　得意群と苦手群の比較
　男女とも得意群が苦手群よりも，スポーツ系とレ
クリエーション系の達成度，満足度および活用度
において高値を示した．p 値について，達成度はス
ポーツ系（男女とも p<0.001），レクリエーション
系（男女とも p<0.001），満足度はスポーツ系（男
性 p=0.002，女性 p<0.001），レクリエーション系（男
性 p=0.041，女性 p=0.0013），活用度はスポーツ系
（男女とも p<0.001），レクリエーション系（男性
p=0.023，女性 p<0.001）であった．しかしながら，
フィットネス系には男女とも達成度，満足度，活用

度のいずれにも両群間に差はみられなかった．
３．４．３　男女の比較
　スポーツ系の活用度において，男性が女性よりも
高値を示した（p=0.037）．
３．５　�運動・スポーツ「好き群・嫌い群」別の達成度・

満足度・活用度
　表6に運動・スポーツを「好き群」，「嫌い群」に
分けた達成度，満足度および活用度の平均値±標準
偏差を示す．なお表には有意記号のみを，文中には
p値を記した．
３．５．１　3領域間の比較
　好き群について，男性の達成度，満足度および
活用度はスポーツ系がフィットネス系よりも高く
（p=0.038，0.004，0.013），またスポーツ系の活用
度はレクリエーション系よりも高かった（p=0.005）．
女性の満足度はスポーツ系がフィットネス系，レク
リエーション系よりも高く（p<0.001，0.014）．レ

活用度

満足度

達成度

項目

レクリエーション系

フィットネス系

スポーツ系

レクリエーション系

フィットネス系

スポーツ系

レクリエーション系

フィットネス系

スポーツ系

領域

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

好き

嫌い

群
群間領域間平均値±標準偏差群間領域間平均値±標準偏差

男女
比較

4.55±0.63

4.10±0.85

4.63±0.63

4.06±1.06

4.73±0.49

4.31±0.71

4.74±0.56

4.17±0.71

4.57±0.76

4.39±0.61

4.67±0.56

4.44±0.69

4.73±0.47

4.43±0.63

4.69±0.63

4.28±0.46

4.75±0.49

4.36±0.74

4.77±0.53

4.33±0.69

4.48±0.78

4.43±0.79

4.49±0.87

4.33±0.77

4.66±0.55

4.41±0.69

4.65±0.65

4.39±0.61

4.59±0.62

4.04±0.94

4.77±0.49

4.00±0.91

4.62±0.62

4.44±0.73

4.57±0.76

4.22±0.73

群：“好き”と“やや好き”の和を「好き群」，“嫌い”と“やや嫌い”の和を「嫌い群」

人数：男性 (好き群 103人，嫌い群 18人)，女性 (好き群 275人，嫌い群 70人)

領域間比較：Wilcoxonの符号付順位和検定/Bonferroni 補正 ＊ｐ＜0.05, ＊＊ｐ＜0.01, ＊＊＊ｐ＜0.001

群間比較：Mann-WhitneyのＵ検定 †ｐ＜0.05, ††ｐ＜0.01, †††ｐ＜0.001

男女比較：Mann-WhitneyのＵ検定 ♯♯ｐ＜0.01

†

†

†††

††

††

†

†††

†††

††

†††

††

†††

†††

†††

†††

女 性男 性

＊＊

＊

＊＊

＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊

表６　運動・スポーツ「好き群・嫌い群」別の達成度・満足度・活用度
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書く手間

(労苦感)

授業の

振り返り

書く意義

4.とても面倒だった

3.少し面倒だった

2.あまり面倒ではなかった

1.全く面倒ではなかった

4.とてもできた

3.少しできた

2.あまりできなかった

1.全くできなかった

4.とても必要である

3.少し必要である

2.あまり必要でない

1.全く必要でない

選択肢質問項目

平均値±標準偏差

平均値±標準偏差

平均値±標準偏差

人数 (％)， Mann-WhitneyのＵ検定

総数 男性 女性 男女比較

 74 (21.4)

195 (56.5)

 73 (21.2)

  3 ( 0.9)

42 (34.7)

51 (42.1)

21 (17.4)

 7 ( 5.8)

116 (24.9)

246 (52.8)

 94 (20.2) 

 10 ( 2.1)

2.99±0.683.06±0.873.00±0.73 p＝0.131

58 (47.9)

51 (42.1)

10 ( 8.3)

 2 ( 1.7)

157 (45.5)

175 (50.7)

 12 ( 3.5)

　1 ( 0.3)

215 (46.1)

226 (48.5)

 22 ( 4.7)

　3 ( 0.7)

3.40±0.61 3.36±0.71 3.41±0.57 p＝0.846

 24 ( 7.0)

191 (55.3)

100 (29.0)

 30 ( 8.7)

27 (22.3)

49 (40.5)

32 (26.4)

13 (10.8)

 51 (10.9)

240 (51.5)

132 (28.3)

 43 ( 9.3)

2.64±0.80 2.74±0.93 2.61±0.74 p＝0.099

表７　リフレクションシートの記載について

クリエーション系がフィットネス系よりも高かった
（p<0.001）．
　嫌い群について，女性の活用度はフィットネス系
がスポーツ系，レクリエーション系よりも高かった
（ともに p<0.001）．
３．５．２　好き群と嫌い群の比較
　男女とも好き群が嫌い群よりも，スポーツ系とレ
クリエーション系の達成度，満足度および活用度
において高値を示した．p 値について，達成度はス
ポーツ系（男女とも p<0.001），レクリエーション
系（男女とも p<0.001），満足度はスポーツ系（男
性 p=0.00103，女性 p<0.001），レクリエーション系
（男性 p=0.027，女性 p=0.003），活用度はスポーツ
系（男女とも p<0.001），レクリエーション系（男
性 p=0.006，女性 p<0.001）であった．
　フィットネス系は男性の活用度，女性の達成度と
活用度において，好き群が嫌い群よりも高かった

（p=0.016，0.007，0.0499）が，男性の達成度と満足度，
女性の満足度には差はみられなかった．
３．５．３　男女の比較
　スポーツ系の活用度において，男性が女性よりも
高値を示した（p=0.007）．
３．６　リフレクションシートの記載について
　表7に書く意義，授業の振り返り，書く手間（労
苦感）の人数（%），平均値±標準偏差を示す．書

く意義の「とても必要である」，「少し必要である」
を合わせると77.7%（男性76.8%，女性77.9%）であっ
た．得点は3.00±0.73（男性3.06±0.87，女性2.99±
0.68）であり，男女差はみられなかった（p=0.131）．
　授業の振り返りの「とてもできた」，「少しできた」
を合わせると94.6%（男性90.0%，女性96.2%）であっ
た．得点は3.40±0.61（男性3.36±0.71，女性3.41±
0.57）であり，男女差はみられなかった（p=0.846）．
　書く手間（労苦感）の「とても面倒だった」，「少
し面倒だった」を合わせると62.4%（男性62.8%，女
性62.3%）であった．得点は2.64±0.80（男性2.74±
0.93，女性2.61±0.74）であり，男女差はみられなかっ
た（p=0.099）．
３．７　授業全体を通しての意見・感想
　表8に授業全体を通しての意見・感想（自由記載
の抜粋）を示す．文中に「楽しい，楽しかった」と
いう表現をした者が56名で最も多く，次いで「運動
できて良かった，運動不足解消」11名，「したこと
がないスポーツができた」6名の順であった．肯定
的な感想として「球技のような激しく動くスポーツ
は苦手なので，それほど激しく動かさず，リラック
スできるフィットネスはやっていて楽しかった．」，
「体を動かすことが好きなので楽しくできた．」，「高
校の体育とは違って様々なスポーツやフィットネス
ができて楽しかった．」などがみられたのに対し，「楽
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〔以下の表現が文中にあった人数〕

　・楽しい，楽しかった (56名)

　・運動できて良かった，運動不足解消 (11名)

　・したことがないスポーツができた (6名)

　・仲が深まった，友達ができた，話ができた (4名)

　・気分転換になった (2名)

〔肯定的な感想の例〕

　・やったことのないレクリエーションが楽しかった．

　・バレーボールが楽しかった．

　・球技のような激しく動くスポーツは苦手なので，それほど激しく動かさず，

　　リラックスできるフィットネスはやっていて楽しかった．

　・どの運動も普段体を動かすことがないので楽しかった．

　・体を動かすことが好きなので楽しくできた．

　・高校の体育とは違って様々なスポーツやフィットネスができて楽しかった．

〔否定的な感想の例〕

　・楽しさの度合いが分野 (領域) で違ったので，同じくらいにしてほしい．

　・話が長かった．もっと体を動かしたかった．

〔運動種目に対する意見〕

　・もっと色々なスポーツをしたかった．

　・バスケットボールやフットサル，ダンスをしてみたかった．

〔特記すべき意見〕

　・リフレクションシートも振り返ってみると面白いので，良かったと思う．

　・この授業の最初にするストレッチを家でもやっている．

　・説明をしている時は，しっかり話を聞かせるべきだと思う．

　・先生は皆が楽しめるように工夫していたけど，運動が好きな人は少し不満そう

　　だった．先生という職業はとても難しいと思う．

表８　授業全体を通しての意見・感想（自由記載の抜粋）

しさの度合いが分野（領域）で違ったので，同じく
らいにしてほしい．」，「話が長かった．もっと体を
動かしたかった．」という否定的な感想や，運動種
目に対する意見もみられた．また，リフレクション
シートの意義，習得した運動を自宅で実践している
こと，さらには，教員への要望や教員を気遣う意見
もみられた．

４．考察
４．１　3領域の特徴に着目して
４．１．１　�スポーツ系，レクリエーション系の視点

から
　スポーツ系では，バレーボールやバスケットボー
ル , バドミントンなどが実施されている．また，レ
クリエーション系ではソフトバレーボール，スポン
ジテニス，インディアカなどのネット型スポーツに
加え，タグラグビー，ドッヂビーなどが実施されて
いる．いわゆるゲーム型運動である．過去に経験し
た種目もあろうが，初めて経験する種目が多かった

と思われる．男女ともに得意群と好き群は，スポー
ツ系やレクリエーション系の達成度と満足度が高
く，それはスポーツ系に顕著であった．高等学校ま
での体育授業で扱われた馴染みのある種目のため，
取り組みやすかったためと思われる．澤9）は，体育
授業の満足度の背景には，教師と生徒，生徒同士の
肯定的な相互作用が多くあり，それが楽しさに影響
していること，つまり満足度の主要因は「楽しさ」
であると述べている．スポーツ種目は運動量が多い
こと，チームやペアで連携することで団結力が生じ
やすいこと，お互いルールを知っているため速やか
に取り組めることが，スポーツの楽しさと関係して
いると考える．男性の得意群と好き群がスポーツ系
の活用度を高く評価しているのは，この楽しさ感を
現在もこれからも健康の維持・増進に活用できると
考えているためであろう．
　エネルギーを発散し高揚感を得やすいのは，ス
ポーツ系はもちろんのこと，レクリエーション系に
も当てはまる．元々，レクリエーション系は「レク
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リエーションスポーツ」と呼ぶのが相応しいが，高
等学校までの体育で学習したスポーツ種目と区別す
るために，本授業では「レクリエーション系」とし
ている．スポーツ系の要素を兼ね備えた種目が多
かったことが，達成度や満足度の高さに関係してい
たと推察する．
４．１．２　フィットネス系の視点から
　フィットネス系では，ストレッチングやレジスタ
ンス運動，リラクセーション運動など自分一人で行
える種目が実施されている．いわゆるトレーニング
型運動である．苦手群と嫌い群の活用度はスポーツ
系やレクリエーション系よりも高く，とりわけ女性
には有意差が認められた．運動量が比較的少なく，
道具を使用するにしても技術の有無があまり問われ
ないため，運動やスポーツが苦手な学生，嫌いな学
生でも取り組みやすかったためと思われる．一方，
自分の身体に意識を向けるため高揚感が少なく，満
足感を得にくい特徴があるため，得意群や好き群の
満足度が低かったと考える．しかしながら，好き群
の女性の達成度はスポーツ系やレクリエーション系
と変わらない．身体を動かすことが好きな女子学生
は，ストレッチングやレジスタンス運動などの基礎
的な運動を健康の維持増進に活用できると考えてい
るためと推察する．片岡ら10）は，「スポーツ運動実
習フィットネストレーニング」の受講者（大学生）
の95%は「体力をつけて強い身体づくり」，「美容・
美しい身体づくり」が受講目的であったと述べてい
る．健康を維持・増進していくために，体力をつけ
るために，自分がなりたい体型を目指すあるいは維
持するためには，一見地味に思えるストレッチング
やレジスタンス運動などのフィットネス運動は非常
に効果的である．この情報を上手に伝えることがで
きれば，達成度や満足度をスポーツ系，レクリエー
ション系と同じくらいに高めることができるのでは
ないかと考える．
４．２　性差に着目して
　男性は女性よりも運動やスポーツが得意で，好き
であること，さらには高等学校までの体育授業も好
きだったことが示され，特に男性では得意度と愛好
度には強い相関関係が認められた．岡沢ら11）は，男
性は女性よりも「運動能力がすぐれていると思う」，
「たいていの運動は上手にできる」といった身体的
有能さの認知と，「練習すれば，必ず技術や記録は
伸びると思う」，「努力さえすれば，たいていの運動
は上手にできると思う」といった統制感が高いこと
を報告している．そのため，本研究においても男性
は女性よりも身体的有能さや統制感を認知していた
ことが考えられる．また性格的な面において，男性

は女性よりもビッグ・ファイブ・パーソナリティ特
性の「開放性」が高いとの報告がみられる12）．「開
放性」とは「遊戯性」とも言われ，さまざまな対象
を追っていくだけの粘り強さをもつことを意味す 
る13）．つまり，男性は女性よりも身体を動かし，気
持ちを発散させる運動やスポーツへの興味関心がよ
り高いことが想定される．
４．３　リフレクションシートの記載について
　書く意義，授業の振り返り，書く手間（苦労感）
のいずれにおいても男女差は認められなかった．書
く意義については7割以上が「必要である」と回答し，
授業の振り返りについては9割以上が「できた」と
回答していた．また，授業全体を通しての意見・感
想では「リフレクションシートも振り返ってみると
面白いので，良かったと思います．」という記述が
あった．毎回，授業振り返りシートを完成させるこ
とはレポート課題や自発的学びへの取り組みと有意
に関連すること14）や，授業内容を思い返し，体験を
記憶に留めたり，自己が何を感じていたのかを考え
たりするきっかけとなっていること15）が報告されて
いる．本対象者においても，書くことが面倒だと感
じていた学生は6割程度いたが，授業の振り返りが
しっかりとできていたことが窺える．リフレクショ
ンシートは授業最終回に返却したため，授業で習得
した内容を自宅等でも継続して実践していくことが
期待される．
４．４　クラス編成の実状と教員側の工夫
　本科目は複数の教員が担当し，種目や授業の進め
方も異なっている．時間割の関係から単一学科で編
成されたクラスもあれば，複数学科を合わせて数ク
ラスに分けた場合もある．男女比は均一ではなく，
クラスによっては大きな差が生じている．運動の得
意・苦手や好き・嫌いな学生の比率も均一ではない．
また，運動の得意な学生がリーダーシップを発揮し
たり，苦手な学生をサポートしたり，ムードメーカー
がいて楽しい雰囲気が生まれたり，とクラスの様子
も異なる．これらの要因が達成度や満足度，活用度
に少なからず影響した可能性は考えられるが，本調
査では各授業の詳細（進め方や雰囲気など）を十分
に把握できていないのが実状である．
　受講生の「体育」に対する捉え方や期待している
こと，これまでの運動・スポーツ経験は多岐にわた
り，限られた授業回数で達成度，満足度，活用度を
高めることは難題であるが，これらを向上させる工
夫は必要である．競うことが特徴のスポーツ系，レ
クリエーション系においては，チーム内のサポート
を熟練学生に担ってもらうことで，教員は苦手・嫌
いな学生に基礎的技能を教える時間を確保すること
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Abstract

　The purpose of this study was to obtain basic data by conducting a questionnaire survey to examine compulsory 
physical education subjects consisting of three categories (sports, fitness, and recreation) of exercise. The items to 
be examined were the relationship between the awareness of exercise and sports and understanding after taking 
the course. The subjects were 466 students (121 men and 345 women) at K University in Okayama Prefecture. The 
results showed that men were more confident in and could enjoy exercise and sports more than women. Satisfaction 
was highest in the following order; sports, recreation, and fitness, but this was shown to apply only to “the group 
confident in exercise (C group)” and “the group that can enjoy exercise (E group)”. Regarding the achievement 
and satisfaction of sports and recreation, it was shown that C group and E group were higher than “the group not 
confident in exercise (NC group)” and “the group that cannot enjoy exercise (NE group)”. Regarding the usefulness 
of fitness, E group was higher than NE group, but there was no difference between C group and NC group. It was 
suggested that fitness is more useful than sports and recreation in the women’s NC group and NE group. There was 
no gender difference in the self-evaluation of the reflection sheet.
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